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となっている。これからの社会政策の指導理念となるか

も知れない思想・実践との関連を持つ仕事として，今後

の研究の発展が期待される。

審査結果の報告

本論文は，明確な分析視角の下に第一次史料を駆使し

て行われた優れた研究であり，１K|内外の学界に寄与する

ところ大なるものを有している。また本論文に示された

筆者の力量は，今後自立して研究活動を行うために十分

なものがあることを認め，本論文が博士（教育学）の学

位に受けるにふさわしいものであると判断する。

教育学博士（平成１０年１１月１１日）

乙第３２２４号大浦容子

創造的技能領域における

熟達化の認知心蝿学的研究

〔論文審査担当者〕

主査慶雌義塾大学文学部教授・

大学院社会学研究科委員

教育学博士波多野諭余夫

副査慶臆義塾大学文学部教授・

大学院社会学研究科委員

文学博士小谷津孝明

副査慶腿義塾大学言語文化研究所教授・

大学院社会学研究科委員

ＰｈＤ．大津由紀雄

副査京都大学名誉教授

教育学博士梅本尭夫

内容の要旨

本論文では創造的技能領域における熟達を取り上げ，

課題表象形成と遂行の評価において熟達者と初心者がど

のような点で異なるかについて検討した。創造的技能領

域とは，課題についての適切な表象があらかじめ決って

いないために課題についての表象および解決のための実

行プラン形成が問題解決の必要条件であることに加え

て，プランの実行に際しては個々の行為の遂行にスピー

ドとタイミングが要求される上にやり直しは許されない

という制約が加わる領域をさす。本論文では音楽演奏，

特に西洋洲性音楽の様式を持つ楽曲のピアノ演奏領域を
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主に取り上げたが，それに加えて邦楽演奏，視覚芸術作

品の創作，剣道の３領域での熟達化について検討した。

論文は１０章からなる。第１章では創造的技能額域の定

義を行ったうえで創造的技能領域における熟達について

(1)熟達者は初心者とは質的に異なった課題表象を形成

できるか，(2)熟達者は初心者よりも遂行について適切

な評価が出来るか，という２つの問いを設定し，従来の

研究の概観を行った。第２章では音楽の演奏と評価につ

いてなされた従来の研究を２つの問いのそれぞれに関

連させて概観した。第１の問いについては記憶課題（第

３章～第６章）と問題解決課題（第７章）を川いた検討

がなされた。その結果，熟迷者は馴染んだ様式の旋律に

ついては記憶が速く正確で，馴染みのある様式の旋律に

ついてはプロトタイプと順序規則という様式固有の知識

を柔軟に用いて旋律の表象を形成していること（第３

章)，彼らの楽曲表象では和声進行が重要な役割を果た

していること（第４章)，彼らの正確で速い旋律記憶を

説明するには個々の様式の蕊本的な制約の知識だけでな

く，いくつかの構造音からなる音列の知識（プロトタイ

プ）と修正子を用いた旋律表象形成のモデルが必要であ

ること（第６章)，楽譜上に必ずしも明示的に示されて

いない特徴についても把撫して様式を判断し描造をより

細かく分析していること（第７章）が明らかになった。

一方初心者については，馴染んだ様式の旋律であっても

記憶に困難があること（第３章)，旋律の構造音に基づ

いて旋律を符号化しているわけではないらしいこと（第

４章)，歌詞という表面的手がかりの付加が記憶を促進

すること（第５章)，リハーサルと作業記憶に細った旋

律記憶をしていること（第６章)，初心者より演奏経験

の多い初級者でさえも楽曲の分析では楽譜上に明示され

た特徴の把握に留まること（第７章）が示された。これ

らの結果はいずれも，初心者の課題表象が楽IMIの表面的

特徴に蕊づいたものであり，領域一般の記憶方略によっ

て課題表象形成が支えられていること，それに対して熟

達者の課題表象は楽曲の表面的特徴のみならず必ずしも

明示的には示されていない楽曲構造を反映したものであ

り，様式間有の知識ならびに記憶方略によって課題表象

形成が支えられていることを示している。第２の問いに

ついては第７章，第８章（評価課題）で検討された。そ

の結果，熟達者は楽曲の練習過程で楽曲表象の形成と練

り直しに多くの時間を割いていること，演奏表現の一般

的規則に加えて曲の様式や形式による制約ならびに楽譜

上に必ずしも明示的には示されていない構造特徴をも考

慮して演奏表現表象を決定していることが明らかになり
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(第７章)，彼等の演奏の評価の際の重要な基準の１つが

楽曲の梢造と演奏表現との適合にあることが強く示唆さ

れた（第８章)。これらの結果に基づいて第９章では音

楽演奏領域での熟達化モデルが検討され，熟達者を特徴

づける特性として創造的問題解決をすべき適切な問題を

より多く見つける「熟考性」と表象間の統合を計る「協

調性」の２つの行動傾向が想定された。第１０章では邦

楽演奏，視覚芸術作品の創作，剣道の３領域が取り上げ

られ，ピアノ演奏領域での熟達化モデルが創造的技能領

域一般でのモデルとしての拡張可能であることが示され

た。

論文審査の要旨

大浦容子君提出の学位請求論文「創造的技能領域にお

ける熟達化の認知心理学的研究」の審査は，査読の後に，

１９９８年１０月７日に公開口頭試問を行い，主査，副査が

合議した。その結果，審査者全員が本論文を卿士（教育

学）に相当するものと評価したので，慶膳義塾大学大学

院社会学研究科に報告する。審査の概要は以下の通りで

ある。

本論文は，創造的技能領域の代表として，主としてピ

アノ音楽（いわゆるクラシック，西洋調性脊楽の様式を

持つピアノ楽曲）の演奏技能を取り上げ，課題表象形成

と遂行の評価において熟達者と初心者がどのような点で

異なるかについて実証的に検討したものである。著者

(論文提出者）によると，創造的技能領域とは，課題解決

の手順が定型化されていないために課題についての適切

な表象および解決のための実行プランの形成が問題解決

の必要条件であることに加えて，プランの実行に際して

は個々の行為の遂行にスピードとタイミングが要求され

る上にやり直しが許されない領域をさす。

論文は１０章からなる。第１章では創造的技能領域の

定義を行ったうえで，創造的技能領域における熟達につ

いて(1)熟達者は初心者とは質的に異なった課題表象を

形成できるか，(2)熟達者は初心者よりも遂行について

適切な評価ができるか，という２つの問いを設定し，従

来の研究の概観を行っている。第２章では音楽の演奏と

評価についてなされた従来の研究が，２つの問いのそれ

ぞれとの関連で概観されている。

第１の問いについては記憶課題（第３章～第６章）と

問題解決課題（第７章）を用いた検討がなされた。その

結果，熟達者は馴染んだ様式の旋律については記憶が速

く正碓であること（第３章)，彼らの楽曲表象では和声

進行が萌要な役割を果たしていること（第４章)，彼ら

の正椛で速い旋律記憶を説明するには個々の様式の基本

的な制約に関する知識だけでなく，いくつかの構造音か

らなる音列の知識（プロトタイプ）と修正子の知識を用

いた旋律表象形成のモデルが必要であること（第６章)，

楽譜上に必ずしも明示的に示されていない特徴について

も把握して様式を判断し構造をより細かく分析している

こと（第７章）が明らかになった。一方初心者について

は，馴染んだ様式の旋律であっても記憶に附難があるこ

と（第３章)，旋律の構造音に基づいて旋律を階層的に

符号化しているわけではないらしいこと（第４章)，歌

詞という表面的手がかりの付加が記憶を促進すること

(第５章)，リハーサルと作業記憶に頼った旋律記憶をし

ていること（第６章)，初心者より演奏経験の多い初級

者でさえも楽曲の分析では楽譜上に明示された特徴の把

握に留まること（第７章）が示された。これらの結果は

いずれも，初心者の課題表象が楽曲の表面的特徴に基づ

いたものであり，領域一般の記憶方略によって課題表象

形成が支えられていること，それに対して熟達者の課題

表象が楽曲の表面的特徴のみならず必ずしも明示的には

示されていない楽曲構造を反映したものであり，様式固

有の知識ならびに記憶方略によって課題表象形成が支え

られていることを示している。

第２の問いについては第７章（問題解決課題)，第８

章（評価課題）で検討された。その結果，熟達者は楽曲

の練習過程で楽曲表象の形成と練り直しに多くの時間を

割いていること，演奏表現の一般的規則に加えて曲の様

式や形式による制約ならびに楽譜上に必ずしも明示的に

は示されていない構造特徴をも考慮して演奏表現表象を

決定していることが明らかになり（第７章)，さらに彼

等の演奏の評価の際の飯要な基準の１つが楽曲の構造

と演奏表現との適合にあることが強く示唆された（第８

章)。これに対し，初級者の練習過程では楽譜通りに誤り

なく弾くことが目標になっており，これは彼らの遂行の

評価が，十分に分化していないことと対応するらしいこ

とが示唆された。さらに，直接演奏の評価が求められた

際にも，初心者はさまざまなダイナミックス（強弱のつ

けかた）を適切に段階づけることができなかった。

これらの結果に基づいて第９章では音楽演奏領域で

の熟達化モデルが検討され，熟達者を特徴づける特性と

して創造的問題解決をすべき適切な問題をより多く見つ

ける「熟考性」と表象間の統合を計る「協調性」の２つ

の行動傾向が提案された。第１０章では邦楽演奏，視覚

芸術作品の創作，剣道の３領域が取り上げられ，ピアノ

演奏領域での熟達化モデルが創造的技能額域一般でのモ



デルとして拡張可能であることが示唆されている。

以上のように，本論文は，ピアノ音楽の演奏技能を創

造的技能として把握し，そこにおける熟達化が，練習の

集積により技能がより速く，より正確に，かつ自動的に

なる変化のみでなく，より洗練された課題表象を生成す

る能力や評価基準の構築を口J能にする認知的体制の変化

を含むことを，実験的，体系的に研究したところに独創

性があり，熟達化の研究史上大きな意義を持つものとい

えよう。より具体的には，(1)熟達者の旋律記憶が領域固

有の先行知識の柔軟な適用に基づいて促進されるもので

あること，(2)熟達者の練習は楽曲の洗練された構造表

象を実現する演奏表現表象の探索として特徴づけられる

こと，(3)彼らが演奏時の音刷変化を適切に分化して評

価しうる基準を発達させていること，などを巧妙な実験

により明らかにした点が評価される。さらに，ここで呈

示されたピアノ演奏領域での熟達化のモデルを，他の創

造的技能伽域すなわち邦楽演奏，視覚芸術作品の創作，

剣道の３領域にまで拡張しうるかに関して，興味深い議

論を展開している。

しかし，熟達化研究の困難さのゆえもあって，本論文

にいくつかの欠点や限界があることも指摘しておかなけ

ればならない。その第一は，熟達者の有能さを強調する

あまり，初心者の持つ潜在的な能力が軽視されがちなこ

とである。般近の日常的認知の研究などから考えると，

人々は公式の練習開始以前に，しばしば受容している音

楽の基本的な理解を持つと想定されるが，本論文では，

初心者の認知は熟達者のそれと対比的にとらえられ，過

小評価されているきらいがある。第二は，熟達化がもっ

ぱら知的な変化として扱われていることである。著者自

身のより最近の研究からしても，熟達化が価値や同一性

の変化の過程でもあることは明らかで，その点本論文

は，やや見方が一面的といわざるをえない。第三に，実

験の技術的，卸論的側面は概してよく吟味されている

が，なお若干の問題がある。例えば，実験材料を検討す

べき次元以外に関して等価とすること，実験の計画や結

果の説明において利用される概念(課題表象，スキーマ，

作業記憶）を明細化することなどに関し，改善の余地が

あろう。

審査者としては，本論文を高く評価すると同時に，著

者が博士の学位取得に満足することなく，一層の研讃を

つんで，音楽ならびに類似の領域における熟達化のより

妥当な定式化とそれにもとづく実証的研究を推進する国

際的な原動力になることを期待するものである。

心理学博士（平成11年２月２２日）

乙第３２５３号吉田登美男

両耳聴空間の音質・音韻評価と

心理物理的伝達関数に関する研究

８９

〔論文審杏担当者〕

主査慶膳義塾大学文学部教授・

大学院社会学研究科委員

文学博士小谷津孝明

副査慶臓義塾大学文学部教授・

大学院社会学研究科委員

教育学修士冨安芳和
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工学博士安西祐一郎

副査慶礁義塾大学名誉教授

文学博士印東太郎

内容の要旨

本研究の論理

本研究は音声又は音楽の向耳受聴時の音質及び音韻伝

達に関する音響心理学の問題を扱う。研究の方法論は，

音質または音韻の伝達量を心理尺度によって数量的に評

価し，評価結果の実験値を現象論として扱う。次いで，

数学的操作あるいは数学的解析によってこれらの実験値

を支配する法則を誘導する。すなわち，研究論理として

は，Ａ：従来理論の疑問に対する否定の否定による原理

追求の研究論理と，Ｂ：厳密に観測された実験値を根拠

とし，現象論をAufhebenして実体論を構築する研究論

理を用いる。この否定の否定の論理Ａと，実体論へ

Aufhebenする論理Ｂとは，広く多用される研究論理

で，筆者も前例に倣った。

１序文

本研究は，以下の４つのテーマを次の５章に分割して

述べる。第１テーマは音禅ホールの音質に関する研究を

述べた（第２章)。第２テーマは立体音響に関する研究

で，３章は原理の究明，４章は音質に関する各論を述べ

た（第３，及び第４章)。第３テーマは両耳の音質の心理

物理的伝達関数理論を誘導するための実験と解析的研究

を述べた（第５章)。第４テーマは両耳の明瞭度の心理

物理的伝達関数を誘導するための実験と解析的研究を述


